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本人調査結果 

問15 人生会議（ＡＣＰ）の認知度 

あなたは、『人生会議（ＡＣＰ）』について知っていますか。（○はひとつ） 

 

人生会議（ＡＣＰ）の認知度については、「名前も内容も知らない」が87.1％で最も多く、

次いで「名前は知っているが、内容は知らない」が5.6％、「名前も内容も知っている」が3.1％

となっている。 

新型コロナウイルス感染症拡大前である前回調査と比較しても、項目の傾向に大きく変化は

みられない。（問15） 

【問 15 人生会議（ＡＣＰ）の認知度（経年比較）】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「名前も内容も知らない」は女性より男性のほうが高くなっている。（問15-

a） 

【問 15-a 人生会議（ＡＣＰ）の認知度（性別）】 

 

 

 

 

 

 

  

名前も内容も

知っている

3.1%
名前は知っているが、

内容は知らない

5.6%

名前も内容も知らない

87.1%

無回答

4.2%

今回調査(n=12,794)

名前も内容も

知っている

2.9% 名前は知っているが、

内容は知らない

7.0%

名前も内容も知らない

85.6%

無回答

4.5%

前回調査(n=10,568)

2.6

3.5

4.3

6.5

89.8

85.5

3.4

4.5

男性
(n=5,387)

女性
(n=7,220)

名前も内容も知っている

名前は知っているが、内容は知らない

名前も内容も知らない 無回答

0 20 40 60 80 100
(%)
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年齢別でみると、年齢に関係なく、「名前も内容も知らない」が８～９割を占め、特に65～

69歳が90.0％で最も高くなっている。（問15-b） 

【問 15-b 人生会議（ＡＣＰ）の認知度（年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.2

3.0

2.7

3.3

3.4

3.5

5.5

5.5

4.8

6.6

6.4

3.8

90.0

88.6

88.3

84.4

83.8

82.8

1.3

2.9

4.2

5.7

6.5

9.9

65～69歳
(n=2,361)

70～74歳
(n=3,421)

75～79歳
(n=2,692)

80～84歳
(n=2,255)

85～89歳
(n=1,300)

90歳以上
(n=577)

名前も内容も知っている

名前は知っているが、内容は知らない

名前も内容も知らない 無回答

0 20 40 60 80 100
(%)
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問18 認知症の認知度 

あなたは「認知症」という病気を知っていますか。（○はひとつ） 

 

認知症という病気を知っているかについては、「原因となる病気や症状などについてだいた

いわかる」が64.3％で最も多く、次いで「言葉は聞いたことがあるが、原因となる病気や症状

等はわからない」が30.9％となっている。 

前回調査と比較すると、「原因となる病気や症状などについてだいたいわかる」の割合が7.4

ポイント高くなっている。（問18） 

【問 18 認知症の認知度（経年比較）】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「原因となる病気や症状などについてだいたいわかる」の回答割合は男性より

女性のほうが高くなっている。（問18-a） 

【問 18-a 認知症の認知度（性別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

原因となる病気や

症状などについて

だいたいわかる

64.3%

言葉は聞いたことが

あるが、原因となる

病気や症状等はわか

らない

30.9%

わからない

2.3%

無回答

2.5%

今回調査(n=12,794)

原因となる病気や

症状などについて

だいたいわかる

56.9%

言葉は聞いたことが

あるが、原因となる

病気や症状等はわか

らない

34.7%

わからない

3.5%

無回答

5.0%

前回調査(n=10,568)

63.3

65.2

32.5

29.8

2.3

2.3

1.8

2.8

男性
(n=5,387)

女性
(n=7,220)

原因となる病気や症状などについてだいたいわかる

言葉は聞いたことがあるが、原因と

なる病気や症状等はわからない

わからない

無回答

0 20 40 60 80 100
(%)
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年齢別でみると、「原因となる病気や症状などについてだいたいわかる」の回答割合は高齢に

なるほど低くなっている。（問18-b） 

【問 18-b 認知症の認知度（年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.1

68.9

62.0

59.5

55.4

52.7

25.0

28.1

33.7

34.2

35.4

36.4

0.7

1.3

2.5

3.3

4.5

4.9

1.3

1.6

1.8

3.0

4.7

6.1

65～69歳
(n=2,361)

70～74歳
(n=3,421)

75～79歳
(n=2,692)

80～84歳
(n=2,255)

85～89歳
(n=1,300)

90歳以上
(n=577)

原因となる病気や症状などについてだいたいわかる

言葉は聞いたことがあるが、原因と

なる病気や症状等はわからない

わからない

無回答

0 20 40 60 80 100
(%)
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問19 認知症の人の支援 

あなたは、認知症の人の支援に必要なことは何だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

認知症の人の支援については、「認知症の早期発見への取組み」が63.0％で最も多く、次い

で「認知症予防に関する取組みの充実」が55.0％、「認知症の人を介護するご家族に対する支

援」が53.0％、「認知症に関する介護保険サービスや福祉サービスの充実」が50.1％となって

いる。 

前回調査と比較すると、「認知症に関する介護保険サービスや福祉サービスの充実」の割合が

16.0ポイント、「認知症の人を介護するご家族に対する支援」の割合が9.5ポイントそれぞれ高

くなっている。（問19） 

【問 19 認知症の人の支援（経年比較）】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「認知症予防に関する取組みの充実」「認知症の人への虐待防止や財産を守るなどの権利擁護に関する支援」は、

今回調査の新規項目である。 

※前回調査の「癒しを目的とした集いの場（認知症カフェ等）」は、今回調査では「認知症の人やその家族が気軽

に立ち寄れる集いの場の充実」に変更している。 

49.5 

63.0 

47.4 

31.6 

23.9 

53.0 

50.1 

16.1 

25.0 

55.0 

31.5 

0.8 

7.3 

3.8 

020406080

認知症に関する相談窓口の充実

認知症の早期発見への取組み

病院やかかりつけの医師における
認知症に関する医療サービスの充実

家族や地域の人、職場などでの
認知症についての理解が深まること

介護職員が行う認知症ケアの質の
向上

認知症の人を介護するご家族に
対する支援

認知症に関する介護保険サービスや
福祉サービスの充実

認知症の人自らが社会の中で役割を
得て活動する場の確保

認知症の人やその家族が気軽に
立ち寄れる集いの場の充実

認知症予防に関する取組みの充実

認知症の人への虐待防止や財産を
守るなどの権利擁護に関する支援

その他

わからない

無回答

(MA%)

今回調査(n=12,794)

42.5 

57.5 

40.2 

29.4 

15.8 

43.5 

34.1 

13.2 

17.1 

0.5 

10.2 

7.2 

0 20 40 60 80
(MA%)

前回調査(n=10,568)
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性別でみると、「認知症に関する相談窓口の充実」と「病院やかかりつけの医師における認知

症に関する医療サービスの充実」以外の項目で、女性のほうが高い割合となっている。（問19-

a） 

【問 19-a 認知症の人の支援（性別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.0

61.5

48.5

28.5

21.8

51.0

48.3

14.6

21.8

51.4

29.7

0.8

8.6

3.6

49.5

64.2

46.8

34.1

25.7

54.8

51.8

17.4

27.5

58.1

32.9

0.8

6.3

3.8

0 20 40 60 80

男性(n=5,387) 女性(n=7,220)

認知症に関する相談窓口の充実

認知症の早期発見への取組み

病院やかかりつけの医師における認知症に関する医療
サービスの充実

家族や地域の人、職場などでの認知症についての
理解が深まること

介護職員が行う認知症ケアの質の向上

認知症の人を介護するご家族に対する支援

認知症に関する介護保険サービスや福祉サービスの
充実

認知症の人自らが社会の中で役割を得て活動する場の
確保

認知症の人やその家族が気軽に立ち寄れる集いの場の
充実

認知症予防に関する取組みの充実

認知症の人への虐待防止や財産を守るなどの権利擁護
に関する支援

その他

わからない

無回答

(MA%)
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年齢別でみると、いずれの項目も高齢になるほど割合が概ね低くなっている。（問19-b） 

【問 19-b 認知症の人の支援（年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.7

53.7

49.3

45.9

42.7

38.0

0 20 40 60 80

65～69歳
(n=2,361)

70～74歳
(n=3,421)

75～79歳
(n=2,692)

80～84歳
(n=2,255)

85～89歳
(n=1,300)

90歳以上
(n=577)

69.7

66.5

62.2

60.4

55.9

45.4

0 20 40 60 80

51.6

49.2

46.8

45.3

44.1

40.7

0 20 40 60 80

35.5

33.7

29.9

30.0

28.4

26.3

0 20 40 60 80

28.4

25.9

21.1

22.3

21.8

20.3

0 20 40 60 80
(MA%)

62.3

57.5

50.7

47.9

44.7

40.7

0 20 40 60 80

65～69歳
(n=2,361)

70～74歳
(n=3,421)

75～79歳
(n=2,692)

80～84歳
(n=2,255)

85～89歳
(n=1,300)

90歳以上
(n=577)

59.2

54.0

47.7

45.6

42.5

38.8

0 20 40 60 80

20.5

17.8

15.5

14.2

12.7

7.8

0 20 40 60 80

27.0

27.5

25.1

24.4

20.5

14.7

0 20 40 60 80

61.4

59.9

55.0

51.7

46.8

36.4

0 20 40 60 80
(MA%)

38.3

34.3

29.4

28.2

26.4

22.7

0 20 40 60 80

65～69歳
(n=2,361)

70～74歳
(n=3,421)

75～79歳
(n=2,692)

80～84歳
(n=2,255)

85～89歳
(n=1,300)

90歳以上
(n=577)

0.8

1.0

0.4

1.0

0.8

1.0

0 20 40 60 80

3.5

6.5

7.4

8.9

10.4

13.5

0 20 40 60 80
(MA%)

認知症に関する相

談窓口の充実

認知症の早期発見

への取組み

病院やかかりつけ

の医師における認

知症に関する医療

サービスの充実

家族や地域の人、

職場などでの認知

症についての理解

が深まること

介護職員が行う認

知症ケアの質の向

上

認知症の人を介護

するご家族に対す

る支援

認知症に関する介

護保険サービスや

福祉サービスの充

実

認知症の人自らが

社会の中で役割を

得て活動する場の

確保

認知症の人やその

家族が気軽に立ち

寄れる集いの場の

充実

認知症予防に関す

る取組みの充実

認知症の人への虐待

防止や財産を守るな

どの権利擁護に関す

る支援
その他 わからない
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問24-2 地域包括支援センター・総合相談窓口（ブランチ）の利用目的と満足度 

問24で「１ 利用したことがある(知っている)」と回答された方におうかがいします。 

あなたが、地域包括支援センターまたは総合相談窓口（ブランチ）を利用（相談）された目的

について、次の１～９に○をつけてください。（○はいくつでも） 

また、その時の満足度についてあてはまるものに○をつけてください。 

① 地域包括支援センター・総合相談窓口（ブランチ）の利用（相談）目的 

 

地域包括支援センターまたは総合相談窓口（ブランチ）を利用したことがあると回答した人

に、利用（相談）した目的をたずねると、「介護や日常生活の困りごと」が62.7％で最も多く、

次いで「要支援１、要支援２の認定を受けた後のサービス利用について」が53.8％となってい

る。前回調査と比較すると、「介護や日常生活の困りごと」の割合が6.0ポイント高くなってい

る。（問24-2①） 

【問 24-2① 地域包括支援センター・総合相談窓口（ブランチ）の利用（相談）目的（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.7 

21.5 

10.0 

10.4 

53.8 

18.6 

25.7 

11.7 

7.0 

6.4 

020406080

介護や日常生活の困りごと

物忘れ、認知症について

高齢者虐待について

成年後見制度について

要支援１、要支援２の認定を受
けた後のサービス利用について

介護予防について

保健、医療サービスや制度に
ついて

一緒に活動したことがある

その他

無回答

(MA%)

今回調査(n=1,493)

56.7 

22.4 

12.0 

9.8 

56.4 

20.6 

23.7 

11.0 

3.7 

11.2 

0 20 40 60 80
(MA%)

前回調査(n=1,046)
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44.7 

29.3 

30.9 

24.5 

44.3 

31.4 

35.2 

30.3 

43.8 

40.7 

41.1 

30.9 

35.5 

38.6 

44.8 

42.3 

41.7 

22.9 

9.3 

23.1 

20.1 

23.2 

9.2 

14.4 

13.3 

16.0 

9.5 

4.4 

5.9 

17.4 

15.5 

5.6 

7.2 

8.1 

10.3 

11.4 

1.0 

0.6 

0.7 

1.3 

2.2 

2.2 

1.0 

1.7 

12.4 

①介護や日常生活の困りごと
(n=936)               (n=593)

②物忘れ、認知症について
(n=321)               (n=234)

③高齢者虐待について
(n=149)               (n=125)

④成年後見制度について
(n=155)               (n=103)

⑤要支援１、要支援２の認定を受
けた後のサービス利用について
(n=803)               (n=590)

⑥介護予防について
(n=277)               (n=215)

⑦保健、医療サービスや制度につ
いて
(n=383)               (n=248)

⑧一緒に活動したことがある
(n=175)               (n=115)

⑨その他
(n=105)               (n= 39)

(%)
0 20 40 60 80 100

満足 やや満足

やや不満
不満

無回答

今回調査

39.5 

28.2 

29.6 

28.2 

40.7 

30.2 

32.3 

30.4 

38.5 

46.5 

41.9 

30.4 

33.0 

42.7 

47.4 

43.5 

40.9 

25.6 

8.8 

22.6 

14.4 

24.3 

12.7 

14.0 

19.0 

20.0 

17.9 

4.2 

5.1 

23.2 

14.6 

3.1 

7.4 

5.2 

8.7 

10.3 

1.0 

2.1 

2.4 

0.0 

0.8 

0.9 

0.0 

0.0 

7.7 

(%)
0 20 40 60 80 100

満足 やや満足 やや不満

不満

無回答

前回調査

② 地域包括支援センター・総合相談窓口（ブランチ）の満足度 

地域包括支援センターまたは総合相談窓口（ブランチ）を利用したことがあると回答した人

に、利用（相談）した目的別に満足度をたずねると、“①介護や日常生活の困りごと”（85.4％）、

“⑤要支援１、要支援２の認定を受けた後のサービス利用について”（82.9％）の『満足度』

（「満足」と「やや満足」をあわせた割合）が高くなっている。 

前回調査と比較しても、『満足度』は傾向に大きく変化はみられない。（問24-2②） 

【問 24-2② 地域包括支援センター・総合相談窓口（ブランチ）の満足度（経年比較）】 
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問30 高齢者向け施設・事業の利用状況・意向 

次の施設や事業について、あなたの利用状況や意向をお答えください。 

（○はそれぞれひとつずつ） 

 

「利用あり」の割合が最も高い事業は、「①敬老優待乗車証」（54.5％）で、半数以上の高齢

者が利用しています。これ以外の事業で利用されている割合は１割未満と低く、「知らない」が

多くなっています。 

また、「知っており、今後利用したい」の割合が高い事業等は、「⑭市立文化施設等敬老優待」

（24.0％）、「⑥緊急通報システム事業（携帯型）」（22.5％）などです。 

「②介護予防ポイント事業」をはじめ、「⑩認知症高齢者見守りメール」や「⑪認知症高齢者

位置情報探索事業（ＧＰＳ）」「⑯あんしんさぽーと事業」は、利用者が限定されるため「知ら

ない」割合が高くなると考えられます。 

利用度や認知度が低い事業については、事業の対象となる高齢者（介護者）に当該事業に関

する情報が的確に伝わるよう情報の提供方法を工夫していく必要があると考えます。（問30） 

【問 30 高齢者向け施設・事業の利用状況・意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.5 

0.8 

3.6 

2.6 

1.5 

1.4 

1.1 

2.1 

1.6 

0.2 

0.2 

0.8 

4.1 

8.0 

3.8 

0.6 

0.6 

19.1 

8.5 

18.6 

14.1 

17.9 

22.5 

18.3 

19.9 

19.5 

13.7 

14.7 

15.9 

20.5 

24.0 

22.1 

14.1 

12.2 

5.9 

4.8 

24.5 

12.7 

5.2 

3.6 

8.6 

4.4 

9.9 

6.9 

7.6 

6.6 

12.5 

6.5 

9.8 

6.6 

18.4 

8.6 

58.6 

25.7 

45.5 

47.1 

46.5 

45.2 

46.7 

42.8 

51.8 

49.9 

49.3 

36.4 

35.8 

38.4 

53.3 

41.4 

11.8 

27.3 

27.6 

25.1 

28.2 

26.0 

26.7 

26.9 

26.2 

27.4 

27.6 

27.6 

26.5 

25.7 

25.8 

25.5 

27.4 

①敬老優待乗車証

②介護予防ポイント事業

③シルバー人材センター

④高齢者入浴割引事業

⑤緊急通報システム事業（固定型）

⑥緊急通報システム事業（携帯型）

⑦安否確認のある食事サービス事業

⑧日常生活用具給付事業

⑨ごみの持ち出しサービス

⑩認知症高齢者見守りメール

⑪認知症高齢者位置情報探索事業
（ＧＰＳ）

⑫見守り相談室による地域の見守り
活動の支援

⑬生涯学習センター、生涯学習ルー
ム事業

⑭市立文化施設等敬老優待

⑮市立スポーツ施設の高齢者割引

⑯あんしんさぽーと事業

⑰成年後見制度

(%)
0 20 40 60 80 100

利用あり

知っており、

今後利用したい

知っているが、利用したくない
知らない

無回答
(n=12,794)
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介護保険サービス利用者調査 

問34 認知症状の有無 

認知症の症状（物忘れの悪化など認知症の疑いも含む）がある、又は家族に認知症の症状があ

る人がいますか。（○はひとつ） 

 

認知症の症状がある、又は家族に認知症の症状がある人の有無については、「ある（いる）」

が31.1％、「ない（いない）」が58.1％となっている。（図34） 

【図 34 認知症状の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人の年齢別でみると、「ある（いる）」は40～64歳が62.9％で最も高く、次いで90歳以上

が38.1％となっている。（図34-a） 

【図 34-a 認知症状の有無（本人の年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.9

27.8

19.3

21.4

31.6

34.4

38.1

22.9

64.8

70.2

65.9

59.1

55.9

49.5

14.3

7.4

10.5

12.7

9.3

9.6

12.4

ある（いる） ない（いない） 無回答
40～64歳
(n=35)

65～69歳
(n=108)

70～74歳
(n=305)

75～79歳
(n=449)

80～84歳
(n=696)

85～89歳
(n=810)

90歳以上
(n=614)

(%)
0 20 40 60 80 100

ある（いる）

31.1%

ない（いない）

58.1%

無回答

10.7%

(n=3,038)
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要介護度別でみると、「ある（いる）」は要介護５が48.4％で最も高く、次いで要介護１が

47.5％となっている。（図34-b） 

【図 34-b 認知症状の有無（要介護度別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯状況別でみると、「ある（いる）」はその他の世帯が43.6％で最も高く、次いで息子・娘

との２世帯が38.3％となっている。（図34-c） 

【図 34-c 認知症状の有無（世帯状況別）】 
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17.2
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31.8

41.2

43.8

48.4

78.1

74.4

45.6

57.7

46.5

43.2

35.1

7.3

8.3

6.9

10.6

12.3

12.9

16.5

ある（いる） ない（いない） 無回答
要支援１
(n=589)

要支援２
(n=528)

要介護１
(n=362)

要介護２
(n=444)

要介護３
(n=342)

要介護４
(n=340)

要介護５
(n=279)

(%)
0 20 40 60 80 100

24.2

33.9

30.3

38.3

43.6

65.8

55.3

57.6

53.6

46.4

10.0

10.8

12.1

8.1

10.0

ある（いる） ない（いない） 無回答
単身（ひとり暮らし）

(n=1,373)

夫婦のみで、配偶者が65歳以上
(n=649)

夫婦のみで、配偶者が65歳未満
(n=33)

息子・娘との２世帯
(n=541)

その他の世帯
(n=319)

(%)
0 20 40 60 80 100
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知っている

42.9%

知らない

47.4%

無回答

9.7%

(n=3,038)

問34-1 認知症に関する相談窓口の認知度 

認知症に関する相談窓口を知っていますか。（○はひとつ） 

 

認知症に関する相談窓口の認知度については、「知っている」が42.9％、「知らない」が47.4％

となっている。（図34-1） 

【図 34-1 認知症に関する相談窓口の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人の年齢別でみると、「知っている」は40～64歳が51.4％で最も高く、次いで90歳以上

が46.6％、80～84歳が45.1％となっている。（図34-1-a） 

【図 34-1-a 認知症に関する相談窓口の認知度（本人の年齢別）】 
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33.1

38.8

45.1

44.2

46.6

37.1

55.6

58.7

49.0

45.4

47.8

42.2

11.4

4.6

8.2

12.2

9.5

8.0

11.2

知っている 知らない 無回答
40～64歳
(n=35)

65～69歳
(n=108)

70～74歳
(n=305)

75～79歳
(n=449)

80～84歳
(n=696)

85～89歳
(n=810)

90歳以上
(n=614)

(%)
0 20 40 60 80 100



18 

 

要介護度別でみると、「知っている」は要介護１が53.6％で最も高く、次いで要介護５が

49.1％、要介護３が48.2％となっている。（図34-1-b） 

【図 34-1-b 認知症に関する相談窓口の認知度（要介護度別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.5

40.3

53.6

41.7

48.2

45.9

49.1

56.0

52.8

40.3

51.4

40.9

42.1

36.6

8.5

6.8

6.1

7.0

10.8

12.1

14.3

知っている 知らない 無回答
要支援１
(n=589)

要支援２
(n=528)

要介護１
(n=362)

要介護２
(n=444)

要介護３
(n=342)

要介護４
(n=340)

要介護５
(n=279)

(%)
0 20 40 60 80 100
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問34-2 知っている認知症に関する相談窓口 

問34-1で「１ はい」と回答された方におうかがいします。 

あなたが認知症に関する相談窓口として知っているところはどこですか。（○はいくつでも） 

 

認知症に関する相談窓口を知っていると回答した人に、知っている相談窓口についてたずね

ると、「かかりつけの医師」が64.0％で最も多く、次いで「介護支援専門員やホームヘルパー

などの介護保険事業者」が55.6％、「区役所・保健福祉センター」が20.5％となっている。（図

34-2） 

【図 34-2 知っている認知症に関する相談窓口】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.0

16.3

3.2

4.6

55.6

9.8

18.8

7.1

20.5

0.2

4.8

0 20 40 60 80

かかりつけの医師

地域の精神科・神経内科などの医療機関

認知症疾患医療センター

民生委員・町会などの地域役員

介護支援専門員やホームヘルパーなどの
介護保険事業者

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設などの
介護保険事業者

地域包括支援センターまたは総合相談窓口
（ブランチ）

認知症初期集中支援チーム
（通称「オレンジチーム」）

区役所・保健福祉センター

その他

無回答

(MA%)
(n=1,303)
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問34-3 認知症についての相談先 

あなたは、あなた又はあなたのご家族が認知症について不安に感じるときは、どちらに相談さ

れますか。（○はいくつでも） 

 

認知症の不安に対する相談先については、「かかりつけの医師」が64.9％で最も多く、次い

で「介護支援専門員やホームヘルパーなどの介護保険事業者」が56.3％、「区役所・保健福祉

センター」が15.2％となっている。（図34-3） 

【図 34-3 認知症についての相談先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.9

13.0

3.2

1.8

56.3

7.2

12.4

3.5

15.2

2.1

1.0

4.4

0 20 40 60 80

かかりつけの医師

地域の精神科・神経内科などの医療機関

認知症疾患医療センター

民生委員・町会などの地域役員

介護支援専門員やホームヘルパーなどの
介護保険事業者

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設などの
介護保険事業者

地域包括支援センターまたは総合相談窓口
（ブランチ）

認知症初期集中支援チーム
（通称「オレンジチーム」）

区役所・保健福祉センター

どこに相談すればいいかわからない

その他

無回答

(MA%)
(n=1,303)
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介護保険サービス未利用者調査 

問31 認知症状の有無 

認知症の症状（物忘れの悪化など認知症の疑いも含む）がある、又は家族に認知症の症状があ

る人がいますか。（○はひとつ） 

 

認知症の症状がある、又は家族に認知症の症状がある人の有無については、「ある（いる）」

が25.6％、「ない（いない）」が63.2％となっている。（図31） 

【図 31 認知症状の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人の年齢別でみると、「ある（いる）」は40～64歳が39.1％で最も高く、次いで85～89歳

が30.5％となっている。（図31-a） 

【図 31-a 認知症状の有無（本人の年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある（いる）

25.6%

ない（いない）

63.2%

無回答

11.2%

(n=3,383)

39.1

18.2

18.0

21.8

25.7

30.5

29.6

39.1

77.3

72.6

65.6

64.4

59.7

54.8

21.7

4.5

9.4

12.7

10.0

9.8

15.5

ある（いる） ない（いない） 無回答
40～64歳
(n=23)

65～69歳
(n=110)

70～74歳
(n=383)

75～79歳
(n=569)

80～84歳
(n=904)

85～89歳
(n=881)

90歳以上
(n=476)

(%)
0 20 40 60 80 100
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16.9

28.6

22.5

32.4

31.4

73.3

61.8

64.0

56.9

60.2

9.8

9.6

13.5

10.7

8.4

ある（いる） ない（いない） 無回答
単身（ひとり暮らし）

(n=979)

夫婦のみで、配偶者が65歳以上
(n=1,113)

夫婦のみで、配偶者が65歳未満
(n=89)

息子・娘との２世帯
(n=701)

その他の世帯
(n=344)

(%)
0 20 40 60 80 100

要介護度別でみると、「ある（いる）」の割合は要介護１が55.2％で最も高く、次いで要介護

２が34.4％となっている。（図31-b） 

【図 31-b 認知症状の有無（要介護度別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯状況別でみると、「ある（いる）」の割合は息子・娘との２世帯が32.4％で最も高く、次

いでその他の世帯が31.4％となっている。（図31-c） 

【図 31-c 認知症状の有無（世帯状況別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.1

17.2

55.2

34.4

29.9

28.4

27.6

74.5

77.5

37.8

60.5

56.5

48.6

29.4

6.4

5.3

6.9

5.1

13.6

23.0

42.9

ある（いる） ない（いない） 無回答
要支援１
(n=764)

要支援２
(n=552)

要介護１
(n=362)

要介護２
(n=352)

要介護３
(n=147)

要介護４
(n=183)

要介護５
(n=170)

(%)
0 20 40 60 80 100
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知っている

34.8%

知らない

57.0%

無回答

8.2%

(n=3,383)

問31-1 認知症に関する相談窓口の認知度 

認知症に関する相談窓口を知っていますか。（○はひとつ） 

 

認知症に関する相談窓口の認知度については、「知っている」が34.8％、「知らない」が57.0％

となっている。（図31-1） 

【図 31-1 認知症に関する相談窓口の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人の年齢別でみると、「知っている」は40～64歳が56.5％で最も高く、次いで80～84歳、

90歳以上がともに38.4％となっている。（図31-1-a） 

【図 31-1-a 認知症に関する相談窓口の認知度（本人の年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.5

29.1

31.3

32.0

38.4

33.3

38.4

26.1

67.3

62.7

59.8

55.0

59.0

48.3

17.4

3.6

6.0

8.3

6.6

7.7

13.2

知っている 知らない 無回答
40～64歳
(n=23)

65～69歳
(n=110)

70～74歳
(n=383)

75～79歳
(n=569)

80～84歳
(n=904)

85～89歳
(n=881)

90歳以上
(n=476)

(%)
0 20 40 60 80 100
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要介護度別でみると、「知っている」は要介護１が46.4％で最も高く、次いで要介護３が

41.5％、要介護２が40.3％となっている。（図31-1-b） 

【図 31-1-b 認知症に関する相談窓口の認知度（要介護度別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.0

38.4

46.4

40.3

41.5

32.8

32.9

61.6

58.7

48.9

57.4

51.0

45.9

32.4

4.3

2.9

4.7

2.3

7.5

21.3

34.7

知っている 知らない 無回答
要支援１
(n=764)

要支援２
(n=552)

要介護１
(n=362)

要介護２
(n=352)

要介護３
(n=147)

要介護４
(n=183)

要介護５
(n=170)

(%)
0 20 40 60 80 100
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問31-2 知っている認知症に関する相談窓口 

問31-1で「１ はい」と回答された方におうかがいします。 

あなたが認知症に関する相談窓口として知っているところはどこですか。（○はいくつでも） 

 

認知症に関する相談窓口を知っていると回答した人に、知っている相談窓口についてたずね

ると、「かかりつけの医師」が59.3％で最も多く、次いで「区役所・保健福祉センター」が28.1％、

「介護支援専門員やホームヘルパーなどの介護保険事業者」が25.1％となっている。（図31-

2） 

【図 31-2 知っている認知症に関する相談窓口】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.3

14.4

4.3

6.9

25.1

3.9

24.5

8.3

28.1

0.8

11.2

0 20 40 60 80

かかりつけの医師

地域の精神科・神経内科などの医療機関

認知症疾患医療センター

民生委員・町会などの地域役員

介護支援専門員やホームヘルパーなどの
介護保険事業者

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設
などの介護保険事業者

地域包括支援センターまたは総合相談窓口
（ブランチ）

認知症初期集中支援チーム
（通称「オレンジチーム」）

区役所・保健福祉センター

その他

無回答

(MA%)
(n=1,177)
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問31-3 認知症についての相談先 

あなたは、あなた又はあなたのご家族が認知症について不安に感じるときは、どちらに相談さ

れますか。（○はいくつでも） 

 

認知症についての相談先については、「かかりつけの医師」が68.6％で最も多く、次いで「介

護支援専門員やホームヘルパーなどの介護保険事業者」が25.1％、「区役所・保健福祉センター」

が24.7％となっている。（図31-3） 

【図 31-3 認知症についての相談先】 
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無回答

(MA%)
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介護者調査 

問43[40] 本人の認知症の程度 

ご本人の認知症の程度について、もっとも近いものに○をつけてください。（○はひとつ） 

 

サービス利用者本人の認知症の程度については、「全く認知症の症状がない」が37.0％で最

も多く、次いで「何らかの認知症はあるが、日常生活はほぼ自立している」が25.7％、「症状・

行動等が多少見られても、誰かが注意していれば自立できる」が14.3％となっている。 

前回調査と比較すると、上記３項目が多い傾向は変わらない。（A図43[40]） 

＜Ａ．サービス利用者＞ 

【A 図 43[40] 本人の認知症の程度（経年比較）】 
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本人の要介護度別でみると、要支援１・２と要介護２～５は「全く認知症を有しない」が最

も多くなっている。要介護１では「何らかの認知症はあるが、日常生活はほぼ自立している」

が最も多くなっており、「症状・行動等が多少見られても、誰かが注意していれば自立できる」

や「症状・行動等が多少見られても、誰かが注意していれば自立できる」、「症状・行動等が見

られ、介護を必要とする」も他の要介護度より高くなっている。（A図43[40]-a） 

【A 図 43[40]-a 本人の認知症の程度（本人の要介護度別）】 
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世帯状況別でみると、世帯の状況にかかわらず「全く認知症の症状がない」が最も多くなっ

ている。（A図43[40]-b） 

【A 図 43[40]-b 本人の認知症の程度（世帯状況別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.7

36.8

42.1

35.1

41.2

0 10 20 30 40 50

単身（ひとり暮らし）
(n=284)

夫婦のみで、配偶者が65歳以上
(n=429)

夫婦のみで、配偶者が65歳未満
(n=19)

息子・娘との２世帯
(n=396)

その他の世帯
(n=153)

26.1

26.1

15.8

27.5

21.6

0 10 20 30 40 50

15.5

12.6

26.3

16.2

11.8

0 10 20 30 40 50
(%)

4.9

5.6

0.0

9.6

10.5

0 10 20 30 40 50

単身（ひとり暮らし）
(n=284)

夫婦のみで、配偶者が65歳以上
(n=429)

夫婦のみで、配偶者が65歳未満
(n=19)

息子・娘との２世帯
(n=396)

その他の世帯
(n=153)

1.8

5.8

0.0

5.3

6.5

0 10 20 30 40 50

0.0

0.9

0.0

0.5

0.0

0 10 20 30 40 50
(%)

全く認知症の症状

がない

何らかの認知症は

あるが、日常生活

はほぼ自立してい

る

症状・行動等が多

少見られても、誰

かが注意していれ

ば自立できる

症状・行動等が見

られ、介護を必要

とする

症状・行動等が頻

繁に見られ、常に

介護を必要とする

激しい精神症状あ

るいは重い身体疾

患があり専門医療

を必要とする



30 

 

サービス未利用者本人の認知症の程度については、「全く認知症の症状がない」が37.1％で

最も多く、次いで「何らかの認知症はあるが、日常生活はほぼ自立している」が26.8％、「症

状・行動等が多少見られても、誰かが注意していれば自立できる」が14.7％となっている。 

前回調査と比較すると、概ね前回と同様の傾向となっている。（B図43[40]） 

＜Ｂ．サービス未利用者＞ 

【B 図 43[40] 本人の認知症の程度（経年比較）】 
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本人の要介護度別でみると、要支援１・２と要介護２～５は「全く認知症を有しない」が最

も多くなっている。要介護１では「何らかの認知症はあるが、日常生活はほぼ自立している」

が最も多くなっている。（B図43[40]-a） 

【B 図 43[40]-a 本人の認知症の程度（本人の要介護度別）】 
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世帯状況別でみると、いずれの世帯も「全く認知症を有しない」が最も多くなっている。（B

図43[40]-b） 

【B 図 43[40]-b 本人の認知症の程度（世帯状況別）】 
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介護支援専門員調査結果 

問24 ＡＣＰ（人生会議）の実施状況 

介護支援専門員業務において、ＡＣＰ（人生会議）を実施していますか。（〇はひとつ） 

 

ＡＣＰ（人生会議）の実施状況については、「知っているが、実施をしたことはない」が

51.6％で最も多く、次いで「知らなかったが、今後は実施をしたいと思う」が19.7％、「知っ

ており、実施をしたことがある」が15.5％となっている。 

【図 24 ＡＣＰ（人生会議）の実施状況】 
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問38 認知症高齢者等へのケアプラン作成にあたっての困難 

担当する認知症や障がいのある高齢者のケアプラン作成にあたって、特に困難を感じている

ことはありますか。（〇はいくつでも） 

 

認知症高齢者等へのケアプラン作成にあたっての困難については、「独居など、利用者の状

況について相談できる人がいない」が51.4％で最も多く、次いで「認知症の症状が急変した

ときの対応」が43.3％、「金銭管理の援助」が40.4％、「幻覚、妄想、うつなど行動・心理症

状への対応」が40.2％となっている。 

前回調査と比較すると、概ね前回と同様の傾向となっている。（図38） 

【図 38 認知症高齢者等へのケアプラン作成にあたっての困難（経年比較）】 
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問38-1 認知症高齢者等へのケアプラン作成にかかる課題解決の対応 

問38の課題解決のために、どのような対応をしていますか。（〇はいくつでも） 

 

認知症高齢者等へのケアプラン作成にかかる問題解決の対応については、「主治医からの

助言を得る」が61.4％で最も多く、次いで「サービス担当者会議での十分な意見調整」が

52.9％、「地域包括支援センターへの相談や地域ケア会議への参加」が42.3％となっている。 

前回調査と比較すると、「あんしんさぽーと事業や成年後見制度の利用」の割合が4.5ポイ

ント低くなっている。（図38-1） 

【図 38-1 認知症高齢者等へのケアプラン作成にかかる課題解決の対応（経年比較）】 
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援に係る専門職派遣の利用」に変更している。 
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な
い

他
の
傷
病
が
あ
る
認

知
症
の
人
を
受
入
れ

て
く
れ
る
医
療
機
関

情
報
が
少
な
い

認
知
症
に
関
連
し
た

相
談
が
で
き
る
機
関

が
少
な
い

要
介
護
度
が
上
が
っ

た
と
き
に
受
入
れ
て

く
れ
る
介
護
施
設
が

少
な
い

認
知
症
高
齢
者
と
比

べ
若
年
性
認
知
症
の

人
へ
の
対
応
が
異
な

る
た
め
難
し
い

認
知
症
の
人
を
受
入

れ
た
際
の
介
護
報
酬

な
ど
が
低
い

特
に
課
題
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

110 55.5 41.8 60.9 20.0 22.7 15.5 9.1 21.8 43.6 0.9 0.9 4.5

地域密着型介護老人福祉施設
（地域密着型特別養護老人ホーム）

15 80.0 40.0 60.0 13.3 13.3 20.0 13.3 20.0 53.3 - - - 

介護老人保健施設 54 42.6 27.8 59.3 14.8 18.5 20.4 25.9 16.7 40.7 3.7 5.6 3.7

介護医療院・介護療養型医療施設 1 100.0 - - - - - - - - - - - 

養護老人ホーム 8 75.0 62.5 62.5 - 12.5 - 12.5 12.5 25.0 12.5 - - 

軽費老人ホーム 15 40.0 13.3 80.0 20.0 13.3 20.0 40.0 6.7 - - 13.3 - 

生活支援ハウス 3 - 66.7 66.7 66.7 33.3 - - 33.3 - - - 33.3

認知症高齢者グループホーム 156 46.2 41.7 50.6 17.3 20.5 10.9 12.2 17.9 34.0 3.8 2.6 7.1

有料老人ホーム 266 35.7 28.6 49.2 21.4 18.0 19.2 10.2 15.4 31.2 6.4 0.8 8.6

有料該当のサービス付き
高齢者向け住宅

27 55.6 40.7 44.4 14.8 29.6 14.8 22.2 11.1 25.9 7.4 7.4 3.7

サービス付き高齢者向け住宅 94 42.6 38.3 42.6 21.3 18.1 13.8 7.4 16.0 31.9 8.5 3.2 9.6

施設調査結果 

問14 施設での認知症の人への対応における課題 

施設での認知症の人への対応における課題について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

施設での認知症の人への対応における課題については、「認知症の行動・心理症状のある人

への対応が困難である」が51.9％で最も多く、次いで「職員の認知症についての理解や対応

力が十分でない」が44.2％となっている。 

前回調査と比較すると、「認知症高齢者と比べ若年性認知症の人への対応が異なるため難し

い」の割合は12.6ポイント低くなっている。（図14） 

【図 14 施設での認知症の人への対応における課題（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「特に課題はない」は、今回調査の新規項目である。 

施設別でみると、“特別養護老人ホーム”では「認知症の行動・心理症状のある人への対応が

困難である」が60.9％と高くなっている。（表14-a） 

【表 14-a 施設での認知症の人への対応における課題（施設別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.2

35.2

51.9

19.4

19.5

15.9

12.3

16.8

33.8

4.9

2.3

6.9

0204060

職員の認知症についての理解や対応力が
十分でない

研修等に職員を参加させたいが、研修の
機会が少なく難しい

認知症の行動・心理症状のある人への
対応が困難である

認知症を治療する医療機関について、
情報が少ない

他の傷病がある認知症の人を受入れて
くれる医療機関情報が少ない

認知症に関連した相談ができる機関が
少ない

要介護度が上がったときに受入れて
くれる介護施設が少ない

認知症高齢者と比べ若年性認知症の人
への対応が異なるため難しい

認知症の人を受入れた際の介護報酬など
が低い

特に課題はない

その他

無回答

(MA%)

今回調査(n=749)

37.1

30.4

45.5

23.0

22.2

16.7

13.9

29.4

35.3

2.0

11.3

0 20 40 60
(MA%)

前回調査(n=797)
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8.0

9.3

88.1

82.7

3.8

8.1

はい いいえ 無回答

前期高齢者
(n=17,616)

後期高齢者
(n=19,312)

(%)
0 20 40 60 80 100

8.7

8.1

12.5

12.2

12.7

85.3

86.6

77.0

78.5

76.2

6.0

5.3

10.4

9.3

11.1

はい いいえ 無回答

全体
(n=36,928)

一般高齢者
(n=31,779)

要支援者
(n=5,149)

（うち）総合事業利用者
(n=1,739)

（うち）総合事業未利用者
(n=3,410)

(%)
0 20 40 60 80 100

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果 

10 認知症にかかる相談窓口の把握について 

（１）認知症の症状の有無 

問 認知症の症状がある、又は家族に認知症の症状がある人がいますか。（○はひとつ） 

 

自身または家族に認知症の症状がある（「はい」と回答している）人は約１割（8.7％）と

なっている。 

認定状況別でみると、自身または家族に認知症の症状がある人は要支援者で１割（12.5％）

を超えている。（図10-1） 

【図 10-1 認知症の症状の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考 認知症の症状の有無（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別でみても、大きな差はみられない。（図10-1-1） 

【図 10-1-1 年齢別 認知症の症状の有無】 
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22.3

22.5

21.1

22.3

20.5

71.5

71.9

69.2

68.9

69.4

6.2

5.6

9.7

8.9

10.1

はい いいえ 無回答

全体
(n=36,928)

一般高齢者
(n=31,779)

要支援者
(n=5,149)

（うち）総合事業利用者
(n=1,739)

（うち）総合事業未利用者
(n=3,410)

(%)
0 20 40 60 80 100

（２）認知症に関する相談窓口の認知度 

問 認知症に関する相談窓口を知っていますか。（○はひとつ） 

 

認知症に関する相談窓口を知っている（「はい」と回答している）人は２割台（22.3％）

となっている。（図10-2） 

【図 10-2 認知症に関する相談窓口の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考 認知症に関する相談窓口の認知度（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別でみても、大きな差はみられない。（図10-2-1） 

【図 10-2-1 年齢別 認知症に関する相談窓口の認知度】 
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（３）知っている認知症に関する相談窓口 

【「１ はい」と回答された方におうかがいします】 

問 あなたが認知症に関する相談窓口として知っているところはどこですか。（○はいくつで

も） 

 

認知症に関する相談窓口を知っていると回答した人に、知っている相談窓口についてたず

ねると、「かかりつけの医師」が58.4％で最も多く、次いで「区役所・保健福祉センター」

が51.3％、「地域包括支援センターまたは総合相談窓口（ブランチ）」が38.0％となってい

る。（図10-3） 

【図 10-3 知っている認知症に関する相談窓口】  

※一般高齢者のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.4

16.6

6.5

9.9

31.3

9.2

38.0

8.8

51.3

0.6

1.7

0 20 40 60 80

かかりつけの医師

地域の精神科・神経内科などの医療機関

認知症疾患医療センター

民生委員・町会などの地域役員

介護支援専門員やホームヘルパーなどの介護保険事業者

特別養護老人ホーム、、介護老人保健施設などの
介護保険事業者

地域包括支援センターまたは総合相談窓口（ブランチ）

認知症初期集中支援チーム（通称「オレンジチーム」）

区役所・保健福祉センター

その他

無回答

(MA%)
(n=7,165)
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年齢別でみると、前期高齢者は「区役所・保健福祉センター」（56.0％）が最も多く、後

期高齢者では「かかりつけの医師」（65.5％）が最も多くなっている。（図10-3-1） 

【図 10-3-1 年齢別 知っている認知症に関する相談窓口】 
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9.1

56.0

0.6

1.5

65.5
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24.0
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34.2

8.3

45.8

0.6

1.8

0 20 40 60 80

前期高齢者(n=3,898) 後期高齢者(n=3,267)

かかりつけの医師

地域の精神科・神経内科などの医療機関

認知症疾患医療センター

民生委員・町会などの地域役員

介護支援専門員やホームヘルパーなどの介護保険
事業者

特別養護老人ホーム、、介護老人保健施設などの
介護保険事業者

地域包括支援センターまたは総合相談窓口
（ブランチ）

認知症初期集中支援チーム
（通称「オレンジチーム」）

区役所・保健福祉センター

その他

無回答

(MA%)
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（４）認知症について不安に感じるときの相談相手 

問 あなたは、あなた又はあなたのご家族が認知症について不安に感じるときは、どちらに

相談されますか。（○はいくつでも） 

 

認知症について不安に感じるときの相談相手については、「かかりつけの医師」が52.8％

で最も多く、次いで「区役所・保健福祉センター」が30.6％、「どこに相談すればいいかわ

からない」が14.7％、「地域の精神科・神経内科などの医療機関」が12.0％となっている。

（図10-4） 

【図 10-4 認知症について不安に感じるときの相談相手】  

※一般高齢者のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.8

12.0

5.3

3.6

11.2

2.2

10.8

2.4

30.6

14.7

1.3

9.1
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かかりつけの医師

地域の精神科・神経内科などの医療機関

認知症疾患医療センター

民生委員・町会などの地域役員

介護支援専門員やホームヘルパーなどの介護保険事業者

特別養護老人ホーム、、介護老人保健施設などの
介護保険事業者

地域包括支援センターまたは総合相談窓口（ブランチ）

認知症初期集中支援チーム（通称「オレンジチーム」）

区役所・保健福祉センター

どこに相談すればいいかわからない

その他

無回答

(MA%)
(n=31,779)
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年齢別でみると、前期、後期高齢者とも「かかりつけの医師」が最も多く、前期高齢者

（47.8％）より後期高齢者（58.5％）のほうが10.7ポイント高くなっている。（図10-4-1） 

【図 10-4-1 年齢別 認知症について不安に感じるときの相談相手】 
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7.3

58.5
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前期高齢者(n=16,914) 後期高齢者(n=14,865)

かかりつけの医師

地域の精神科・神経内科などの医療機関

認知症疾患医療センター

民生委員・町会などの地域役員

介護支援専門員やホームヘルパーなどの介護保険
事業者

特別養護老人ホーム、、介護老人保健施設などの
介護保険事業者

地域包括支援センターまたは総合相談窓口
（ブランチ）

認知症初期集中支援チーム
（通称「オレンジチーム」）

区役所・保健福祉センター

どこに相談すればいいかわからない

その他

無回答

(MA%)




